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１ 各サービス共通の報酬体系を考える視点 

【要介護度別の報酬単価】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 要介護度別に報酬単価が設定されているサービス 

施設 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、介護老人

保健施設、介護療養型医療施設（療養病床等を有する

病院・診療所） 

居宅 

通所介護、通所リハビリテーション、短期入所生活介

護、短期入所療養介護、痴呆対応型共同生活介護（グ

ループホーム）、特定施設入所者生活介護（有料老人

ホーム・軽費老人ホーム）、居宅介護支援 

○ 単価設定の考え方 

・ 平均的な要介護度の施設・事業所の収入額を

基に、要介護度分布を踏まえ、各要介護度別

に傾斜配分して報酬単位を設定。 

現行の報酬体系 
 
特別養護老人ホーム 介護療養型医療施設 （病院・介護力強化病棟） 

 
介護報酬設定時 

介護給付費調査

(13.5 審査分)
変化ポイント  介護報酬設定時

介護給付費調査 

(13.5 審査分)† 
変化ポイント 

要介護 1 18.4% 11.4% -7.0  要介護 1 11.4% 4.8% -6.6  

要介護 2 13.5% 15.0% 1.5  要介護 2 10.5% 7.9% -2.6  

要介護 3 17.2% 18.3% 1.1  要介護 3 14.8% 12.5% -2.3  

要介護 4 28.2% 28.5% 0.3  要介護 4 29.6% 30.7% 1.1  

要介護 5 22.7% 26.8% 4.1  要介護 5 33.8% 44.1% 10.3  

平均要介護度 3.23 3.44 0.21  平均要介護度 3.64 4.01 0.37  

施設ｻｰﾋﾞｽ費/月† 27.2 万円 27.5 万円 施設ｻｰﾋﾞｽ費/月† 37.8 万円 38.2 万円  

  34.2 万円 ‡  46.3 万円 ‡ 

† 看護・介護 3:1 その他地域の場合   † 病院 看護 6:1 介護 4:1 その他地域の場合 

介護老人保健施設 在宅サービス 

 
介護報酬設定時 

介護給付費調査

(13.5 審査分)
変化ポイント  介護報酬設定時

介護給付費調査 

(13.5 審査分) * 
変化ポイント 

要介護 1 21.9% 14.1% -7.8  要支援 16.5% 15.2% -1.3  

要介護 2 20.6% 21.7% 1.1  要介護 1 27.5% 33.0% 5.5  

要介護 3 21.4% 23.5% 2.1  要介護 2 17.9% 20.4% 2.5  

要介護 4 23.3% 25.7% 2.4  要介護 3 12.8% 12.6% -0.2  

要介護 5 12.8% 15.1% 2.3  要介護 4 12.6% 10.0% -2.6  

平均要介護度 2.85 3.06 0.22  要介護 5 12.7% 8.9% -3.8  

施設ｻｰﾋﾞｽ費/月† 29.6 万円 29.9 万円 平均要介護度 2.22 2.02 -0.20  

  37.1 万円 ‡   * 居宅サービスの実利用者数を集計。 

† 看護・介護 3:1 その他地域の場合  

†） 施設ｻｰﾋﾞｽ費（月額換算）は施設介護ｻｰﾋﾞｽ費の基本部分の試算額であり、加算・減算や食事ｻｰﾋﾞｽ費等を除く。 
‡） †）の施設区分・人員区分について、基本部分に加えて、加算・減算や食事ｻｰﾋﾞｽ費等を含む平均収入額の実績額（全

国平均・月額換算）である。 

データ 

 
○ 単価設定の基礎とした平均的な要介護度が変化し

ている場合の単価設定のあり方をどう考えるか。 
 

論 点 



２ 支 給 限 度 額
２－１ 支 給 限 度 額 を 考 え る 視 点

居宅サービスに係る現行の支給限度額 論 点

・各要介護度区分ごとの支給限度額をどう考えるか。
支給限度額（単位／月）

要支援 ６，１５０
要介護１ １６，５８０ データ
要介護２ １９，４８０

介護給付費実態調査 平成 年５月審査分）要介護３ ２６，７５０ (○支給限度額に対する平均利用率 13
要介護４ ３０，６００
要介護５ ３５，８３０

･ 要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５要介護 要支

援計

○支給限度額管理の対象となる居宅サービス
37.5 47.2 32.6 37.8 39.0% 39.0% 39.6%訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リ ％ ％ ％ ％

ハビリ、通所介護、通所リハビリ、福祉用具貸
与、短期入所療養介護、短期入所生活介護

○支給限度額（訪問通所系）を超える利用者の割合

･ 要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５○次の単位数・費用は、限度額管理の対象外 要介護 要支

援計・特別地域加算 ：訪問介護／訪問入浴介護／
訪問看護／福祉用具貸与

1.5 0.7 1.5 1.8% 2.1% 2.5%・ターミナルケア加算：訪問看護 ％ ％ ％2.0%
・緊急時施設療養費 ：短期入所療養介護（介護

これらの支給限度額を超える利用者と超えていない利用者の身体状況や家族の状況等の属性老人保健施設）
、 、 。 、・特定診療費 ：短期入所療養介護（病院 を比較すると これらの属性が 支給限度額を超えることを決定する要因とは言い難い また

、 。・診療所( )）基準適合診療所を除く 支給限度額を超える場合と超えない場合では 利用サービスのパターンにも極端な相違はない

（医療経済研究機構「居宅介護サービス利用者の状態像とケアプランに関する調査 （１３年」

、 ， 、 ， ， ）１０月 調査対象 全国４ ０００事業所 有効回答事業所数１ ６７１の利用者 人１３０ ４５３



２－２　訪問通所サービス計画単位数別受給者割合
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26,750 30,600

35,830

資料：介護給付費実態調査　平成１３年５月審査分
（注）給付管理票に記載される訪問通所サービスの給付計画単位数階級別の人数割合分布を
　　　みたもの。支給限度額を超える者は、各要介護度の上限階級に含まれる。



 

対支給限度額利用率別の利用者割合 
  20%以下 40%以下 60%以下 80%以下 90%以下 90%超 合  計 
要支援 18.8% 24.9% 22.9% 12.9% 7.8% 12.8% 100.0%

要介護１ 35.5% 29.8% 18.3% 9.6% 3.0% 3.9% 100.0%

要介護２ 29.7% 28.3% 19.4% 11.6% 4.3% 6.7% 100.0%

要介護３ 28.0% 26.9% 20.0% 12.4% 4.9% 7.8% 100.0%

要介護４ 27.1% 27.9% 19.6% 12.3% 4.8% 8.3% 100.0%

要介護５ 26.8% 27.3% 19.3% 12.0% 5.0% 9.5% 100.0%

資料：介護給付費実態調査 平成１３年５月審査分 
（注）訪問通所サービスの給付計画単位数の支給限度額に対する利用率別にみた利用者数の割合。支給限度額を超える者は、各要介護度

の上限階級に含まれる。 
 

訪問通所サービスの利用状況 
  訪問介護 訪問入浴 訪問看護 訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 通所介護 通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 福祉用具貸与 

要支援 30.7% 0.0% 2.4% 0.1% 41.2% 22.9% 2.6%

要介護１ 29.9% 0.3% 4.7% 0.2% 34.6% 27.0% 3.4%

要介護２ 27.2% 1.1% 6.7% 0.3% 33.0% 27.2% 4.4%

要介護３ 25.6% 2.6% 7.7% 0.3% 32.9% 26.0% 4.8%

要介護４ 30.6% 6.5% 11.6% 0.5% 26.0% 18.8% 6.1%

要介護５ 37.4% 11.7% 19.7% 0.7% 15.1% 9.3% 6.1%

資料：介護給付費実態調査 平成１３年５月審査分 
（注）訪問通所サービスの給付総単位に占める各サービスの給付単位の割合を要介護度別にみたもの。 



２－３ 支給限度額を超えた利用者の割合とその属性・サービス利用状況の調べ 

 
 
 
 
１．調査主体及び調査名       医療経済研究機構「居宅介護サービス利用者の状況像 

                       とケアプランに関する調査」 
 
 
 
２．調査年月               平成１３年１１月 
 
 
 
 
３．調査対象               全国の４，０００の指定居宅介護支援事業所 
 
 
 
 
４．有効回答率              １，６７１事業所 （有効回答率 ４１．８％） 
 
 
 
 
５．調査内容（総利用者数：１３０，４５３人） 

（１） 事業所の総利用者数と支給限度額を超えた利用者数 
 
（２） 利用者の属性とサービス利用状況 

→各事業所の要介護度別利用者のうち、最も利用額の多い者（計９，０５０人）について調査 
 



要支援

１．訪問通所の区分支給限度基準額を超えた利用者数の割合 2.0%

２．対限度額利用比率別にみた利用者の属性

独居
介護する家
族就業

痴呆重度
（Ⅲ～）

手間のかかる
医療処置を訪
問看護で実施

経済的ゆとり
あり

当月限りの
状況でサー
ビス増加

８０％以下　（計４８４人） 39.6% 43.5% 0.3% 2.0% 19.4% 2.0%
１００％以下（計７６８人） 36.8% 47.6% 1.4% 0.8% 16.1% 2.3%
１００％超　（計２７８人） 28.4% 47.9% 1.1% 1.8% 28.8% 9.0%

３．各属性ごとのサービスの利用状況
　　（※各利用者属性に関して、利用率１００％以下の者における割合と比較して、１００％以上の者における
　　　　 割合が、相当程度増加している場合（上記２の網かけ）に、当該属性の者の各サービスの利用状況を
          みたもの）
　　各サービスの利用者数の割合
　　（※各サービスを１回でも利用した者の割合を利用率区分ごとにみたもの）

区分支給限度基準額利用比率 １人１月当たり利用単位数
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要介護１

１．訪問通所の区分支給限度基準額を超えた利用者数の割合 0.7%

２．対限度額利用比率別にみた利用者の属性

独居
介護する家
族就業

痴呆重度
（Ⅲ～）

手間のかかる
医療処置を訪
問看護で実施

経済的ゆとり
あり

当月限りの
状況でサー
ビス増加

８０％以下　（計７２３人） 28.9% 42.4% 6.3% 3.1% 19.8% 5.8%
１００％以下（計６５３人） 31.7% 51.1% 10.9% 4.0% 21.6% 6.3%
１００％超　（計２１１人） 30.3% 53.8% 19.9% 1.9% 36.0% 18.5%

３．各属性ごとのサービスの利用状況

　　各サービスの利用者数の割合

区分支給限度基準額利用比率 １人１月当たり利用単位数
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要介護２

１．訪問通所の区分支給限度基準額を超えた利用者数の割合 1.5%

２．対限度額利用比率別にみた利用者の属性

独居
介護する家
族就業

痴呆重度
（Ⅲ～）

手間のかかる
医療処置を訪
問看護で実施

経済的ゆとり
あり

当月限りの
状況でサー
ビス増加

８０％以下　（計６６２人） 16.7% 45.1% 20.5% 5.4% 22.3% 7.4%
１００％以下（計６３３人） 25.9% 48.0% 24.6% 5.1% 22.9% 7.6%
１００％超　（計２９７人） 25.9% 52.9% 29.0% 4.4% 38.7% 26.3%

３．各属性ごとのサービスの利用状況

　　各サービスの利用者数の割合

区分支給限度基準額利用比率 １人１月当たり利用単位数
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要介護３

１．訪問通所の区分支給限度基準額を超えた利用者数の割合 1.8%

２．対限度額利用比率別にみた利用者の属性

独居
介護する家
族就業

痴呆重度
（Ⅲ～）

手間のかかる
医療処置を訪
問看護で実施

経済的ゆとり
あり

当月限りの
状況でサー
ビス増加

８０％以下　（計７２８人） 8.0% 39.6% 31.5% 8.1% 17.0% 14.8%
１００％以下（計５５５人） 17.8% 46.9% 37.1% 5.2% 24.1% 13.0%
１００％超　（計２３８人） 16.8% 62.5% 47.5% 6.7% 35.7% 34.0%

３．各属性ごとのサービスの利用状況

　　各サービスの利用者数の割合

区分支給限度基準額利用比率 １人１月当たり利用単位数
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要介護４

１．訪問通所の区分支給限度基準額を超えた利用者数の割合 2.1%

２．対限度額利用比率別にみた利用者の属性

独居
介護する家
族就業

痴呆重度
（Ⅲ～）

手間のかかる
医療処置を訪
問看護で実施

経済的ゆとり
あり

当月限りの
状況でサー
ビス増加

８０％以下　（計７４０人） 3.9% 30.6% 39.0% 14.6% 22.9% 23.3%
１００％以下（計４７８人） 13.4% 43.4% 43.7% 13.6% 26.8% 16.7%
１００％超　（計２３２人） 17.7% 55.8% 51.7% 11.2% 34.9% 33.2%

３．各属性ごとのサービスの利用状況

　　各サービスの利用者数の割合

区分支給限度基準額利用比率 １人１月当たり利用単位数
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要介護５

１．訪問通所の区分支給限度基準額を超えた利用者数の割合 2.5%

２．対限度額利用比率別にみた利用者の属性

独居
介護する家
族就業

痴呆重度
（Ⅲ～）

手間のかかる
医療処置を訪
問看護で実施

経済的ゆとり
あり

当月限りの
状況でサー
ビス増加

８０％以下　（計７２２人） 4.2% 29.1% 58.2% 35.9% 18.6% 22.4%
１００％以下（計４４３人） 7.9% 37.4% 55.8% 39.3% 27.3% 17.6%
１００％超（計２０５人） 15.1% 41.6% 56.1% 39.5% 42.4% 27.3%

３．各属性ごとのサービスの利用状況

　　各サービスの利用者数の割合

区分支給限度基準額利用比率 １人１月当たり利用単位数
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３ 参考資料 

○ 標準サービス利用例（  は、支給限度額の算定根拠となった利用例） 

 

 

 

 

 

要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３  要介護４ 要介護５  
通 所

型 
訪 問

型 
通 所

型 
訪 問

型 
通 所

型 
訪 問

型 
通 所

型 
訪 問

型 
痴 呆

型 
医 療

型 
通 所

型 
訪 問

型 
痴 呆

型 
医 療

型 
通 所

型 
訪 問

型 
医 療

型 
訪問介護 
（回／１週）  2 3 5 3 5 5.5 7.5 1 6.5 9.5 8.5 1 8.5 12 13 9 

うち巡回型 
（回／１週）       7 7  7 7 7  7 14 14 14 

訪問入浴介護 
（回／１週）            0.5     0.5 

訪問看護 
（回／１週）  0.25 1 1 1 1 1 1 0.5 3 2 2 0.5 3 2 2 3 

訪問リハビリ 
（回／１週）          1  1  1  1 1 

通所介護又は通所リ

ハビリ（回／１週） 2 1 2 1 3 2 3 2 4 0 1 0 5 0 1 0 0 

短期入所生活介護又

は短期入所療養介護 
（週／６月） 

1 1 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 6 6 6 



支給限度額制度の経緯 

○ 支給限度額の一本化（平成１４年１月～） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 振替利用及び拡大措置（平成１２年４月～平成１３年１２月。一本化に伴い廃止） 
・ 振替措置 
市町村の判断により、訪問通所サービスの支給限度額に満たない分を短期入所サービスの利用限度日数に振り替えることができ

るしくみ。 
・ 次期認定期間での短期入所サービス利用日数拡大措置 
  要介護認定の更新・変更の段階で、その４ヶ月前・３ヶ月前の月それぞれについて、 

- 訪問通所サービス利用実績が支給限度額６割未満 
- 入院、入所（短期入所を含む）の日数が７日以下 
- 振り替え利用が未使用 
の場合に、次期認定期間での短期入所サービスの利用枠を拡大。 
（改正経緯） 
   振り替え措置 拡大措置 
平成１２年４月～ １月１４日まで 
平成１３年１月～ 連続３０日までに拡大 

次期認定期間での利用限度日数を２倍（要介

護５は１．５倍）に拡大 
平成１４年１月～ 支給限度額一本化（振り替え措置と拡大措置は廃止）。短期入所利用は連続３０日まで。 

【１４年１月から】 
訪問通所サービス 要介護度 
（一本化された支給

限度額） 
（参考）一本化後の限度

額ですべて短期入所を利

用した場合の利用可能日

数 
要支援 ６，１５０ ６．４日／月 
要介護１ １６，５８０ １６．８日／月 
要介護２ １９，４８０ １８．８日／月 
要介護３ ２６，７５０ ２４．１日／月 
要介護４ ３０，６００ ２７．１日／月 
要介護５ ３５，８３０ ３０．０日／月 

【１３年１２月まで】 
要介護度 訪問通所サービス 

 
 

短期入所サービス 

要支援 ６，１５０ 7 日（１週間）／６月
要介護１ １６，５８０ 14日（２週間）／６月 
要介護２ １９，４８０ 14日（２週間）／６月 
要介護３ ２６，７５０ 21日（３週間）／６月 
要介護４ ３０，６００ 21日（３週間）／６月 
要介護５ ３５，８３０ 42日（６週間）／６月 

 




